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施工要領書               
施工要領書 

「エコ・あわせ」は、塗り壁および塗装共用の内装下地専用紙シートです。 
施工方法は、通常の壁紙・クロス貼りと基本的に同じです。 
施工に使用するパテや機材も壁紙・クロス貼り施工と同じです。 
 
「エコ・あわせ」は、リバーシブルでの使用が可能です。 
「エコ・あわせ」には、A 面（ザラザラ面）と B 面（ツルツル面）があり、コテ仕上げ

や吹き付け仕上げの場合は、A 面を表（仕上げ面）としてください。 
ローラー仕上げの場合は、A 面と B 面どちらを表（仕上げ面）としていただいても構い

ません。仕上がりの風合いが違います。 
（仕上がり感：ウーローラーの毛羽立ちが、A 面…立体的、B 面…平面的） 
 
ただし、湿式工法（水で練る工法）である塗り壁材を使用しますので、以下の要領に注

意して、下地シート貼り施工をしてください。 
 

                                            

準備                  

 
① 下地の汚れやホコリなどは取り除いてください。 
 
② 石膏ボードなどの継ぎ目の部位には、パテ処理を施してください。 

・パテが完全に乾いた後、パテ用ペーパーで平滑にしてください。 
  ・ビス止め部分も、パテ処理をしてください。 
  ・ビスや釘には、錆止めを塗布するか、ステンレス製のものを使用してください。 
 
＊ 枠・廻り縁・巾木などへのコーキングは不要です。 
 
 

注意事項              
 

＊ 下地シートの接着不良の箇所が生じると、塗り壁に膨れなどの施工不良の原因と 
なります。 
・ 貼り付け時に空気やホコリなどが入らないように注意してください。 
・ パテ部分を平滑にした後、磨いた粉も取り除いてください。 
・ 糊は糊付け機を使い全体に塗布してください。 
・ 糊は、ビニールクロスを貼る場合よりも、2 割程度濃い目にしてください。 
・ 糊付け後のオープンタイムは、夏場 5 分、冬場 10 分程度としてください。 
 なお、これ以上のオープンタイムはとらないようにし、糊の付け置きは、しな

いでください。                     （次ページに続く） 



・ 湿気の多いモルタル下地や木下地（コンパネなど）の場合、カビやアクが生じ

る場合があります。アク止めなど相応の下地処理を施した上で、「エコ・あわせ」

を貼ってください。 
・ モルタルや珪カル板の場合は、適切なシーラーを塗布してください。 
・ 「エコ・あわせ」を貼り付けた後、季節に応じ中１日以上の乾燥期間をとった

後、「あわせシリーズ」仕上げ塗りを施してください。 
・全体の圧着には、クロス専用のハケベラを使用してください。 
 
 

接着剤                 
 
・ デンプン系水溶性接着剤 
・ ルーアマイルド、ウォールボンド 200（ゼロホルマリン）など 
・ 室内環境対応型の壁紙用接着剤 

 
 

施工事項                
 

＊ 石膏ボードなどの下地材と下地シート「エコ・あわせ」を全面ムラなく貼り付

けてください。 
 

入り隅部分 
・ 入り隅部分は、「エコ・あわせ」を貼り回さずにカットしてください。 
・ 付き合わせる下地材が 2ｍｍ以上の隙間がある場合は、ボード間にボンドコー

クを入れ平滑にしてください。 
 
 

出隅部分 
・ 出隅部分では、「エコ・あわせ」を貼り回してください。 
 
 

ジョイント（シートの継ぎ目）部分 
◎ コテ仕上げの場合 
・ 「エコ・あわせ」のジョイント部分は、突き付けで構いません。 
・ 突き付け部分は、目地用ローラーでよく押さえて、ジョイント部分の接着力を

高めてください。 
 
◎ローラー仕上げの場合 
・ 「エコ・あわせ」のジョイント部分は、クロス貼りで使用するカットテープを

つけて、シートを重ね合わせ、カッターなどでカットしてください。 
・ 突き付け部分は、目地用ローラーでよく押さえて、ジョイント部分の接着力を

高めてください。                   （次ページに続く） 



＊ 但し、石膏ボード中の石膏までカットしてしまうと、石膏が化学反応を起こ

し、上塗り材が侵されることがあります。下敷きなどを当て、ジョイント部分

をカットしてください。 
 
＊ ジョイント処理後、ジョイント部分の「エコ・あわせ」の上に糊が付着した

場合、ビニールクロスのように、水を含んだスポンジで何度も擦らないで下さ

い。スポンジは、固く絞りサッと拭き取る程度にしてください。 
 （和紙製品のため磨耗します。表面の磨耗が仕上がりに不具合を起こします。） 
 

平面部分 
・ 「エコ・あわせ」の継ぎ目部分が、下地材（石膏ボードなど）の継ぎ目と重な

らないように５ｃｍ以上離してください。 
・ また、パテ処理の上に「エコ・あわせ」の継ぎ目部分が、こないようにもして

ください。 
・ 下地材の不陸や異なる下地材（コンパネと石膏ボードなど）の継ぎ目では、パ

テなどで平滑になるようにしてください。 


